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１．背景
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特許文書の品質の標準化が必要

人、立場、シチュエーション等（例えば、出願前の事務所、中間処理時の出願人
、侵害訴訟時の競合企業等）によって、特許文書の評価は異なっている

特許に関する活動が加速

この特許は
すばらしい！

可も無し
不可も無しね！

何だ！
この文書は



２．関連研究（１）

システム・ソフトウェア製品の標準品質モデル

（参考）システム開発文書品質研究会（ASDoQ：Association of System Documentation Quality）：『システム開発文書品質モデルVer.1.0』，2015.05, 
URL:http://asdoq.jp/common/fckeditor/editor/filemanager/connectors/php/transfer.php?file=/uid000003_E69687E69BB8E59381E8B3AAE383A2E3
8387E383AB5F3135303531312E706466



２．関連研究（２）

ソフトウェアのための標準品質モデル
（JIS X 0129-1 （ISO/IEC 9126-1）の品質モデル）

（参考）経済産業省 システム及びソフトウェア品質の見える化、確保及び向上のためのガイド ，URL:

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/softseibi/metrics/product_metrics.pdf#search=%27%E3%82%BD%E3%83%95%E3%83%88%E3%82%A6%E3%82%
A7%E3%82%A2+%E5%93%81%E8%B3%AA%27



３．特許文書品質特性の概要（１）
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３．特許文書品質特性の概要（２）
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品質特性
品質特性の説明

大分類 中分類 小分類

技
術
文
書
特
性

技
術
的
特
性

技術開示性
発明が十分に説明されている度合い。特許法が要求してい
るサポート要件、実施可能要件を満足している度合い。

技術的論理性

論理的である度合い（例えば、クレームと明細書のストーリー
との技術的因果関係が明瞭であること、背景・従来技術・課
題・解決手段・効果等のストーリーの筋が通っている度合
い）。

技術的明瞭性 発明の技術的な説明内容が明瞭である度合い。

文
章
的
特
性

一義性 特許文書を構成する文章が一義的に捉えられる度合い。

簡潔性 特許文書を構成する各文が簡潔である度合い。

正確性 特許文書を構成する各文に誤りがない度合い。

翻訳容易性 翻訳のし易さの度合い。

権
利
文
書
特
性

権
利
範
囲
特
性

発明範囲広汎
発明の本質が抽出されており、無用な限定が無い度合い。
権利範囲の広さの度合い。

発明展開性 発明が十分に展開されている度合い。

強靱性 拒絶、無効になりにくい度合い。

侵害立証容易性 侵害の立証が容易である度合い。

ビ
ジ
ネ
ス

特
性

自社ビジネス
サポート性

自社製品をカバーしている度合い。

ライバル牽制性 ライバルを牽制できている度合い。
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４．特許文書品質特性を用いた評価①
～ 定性的評価 ～
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技術的明瞭性

技術的論理性
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４．特許文書品質特性を用いた評価②
～ 定量的評価 ～

10

＊格成分数・・・特許の広さ指標。特許請求の範囲の記載において各構成要素につきどれだけ限定がかけられているかを数値化したもの

技術的明瞭性

技術的論理性
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５．評価目的・評価シチュエーション別の重要度
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６．各特性の事例
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７．特許文書品質の教育用テキスト（１）
目次案
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第１章 特許文書品質特性の概要

第２章 特許文書品質特性の詳細

第３章 特許文書品質特性の事例（悪例→良例）

（１）電気 （２）情報 （３）化学 （４）機械

第４章 特許文書品質特性の利用方法（１）・・・定性評価（チェックリスト）

第５章 特許文書品質特性の利用方法（２）・・・定量評価（パラメータ）

第６章 演習課題（悪例を多く含む仮想明細書に基づく）

第７章 終わりに

（付録） 仮想明細書（半導体，ＢＭ，組成物，ライト）
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７．特許文書品質の教育用テキスト（２）

14

４つの技術分野ごと、１３の特性ごとに、特性の理解を促す「悪例・良例」の事例を作成
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７．特許文書品質の教育用テキスト（３）
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４つの技術分野ごとのテキストの作成も進める
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７．特許文書品質の教育用テキスト（４）
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１３の特性ごとに、特性の理解を促す「悪例・良例」の事例を掲載
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７．特許文書品質の教育用テキスト（５）
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特許文書内での各事例の位置を明示
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８．今後
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（１）特許文書品質特性モデルの学習のためのテキスト完成

（２）特許文書品質特性モデルの普及に向けた方策の検討・実施

・弁理士会の新人研修での上記テキストの使用の打診

・日本知的財産協会等への講義・研修の打診

・パテント、日本知財学会、知財管理、特技懇などへの投稿

・解説書の無料配布（冊子，PDF）


